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topic 3

安城市の水をきれいにするために！

私たちにできること
　10月は「クリーン排水推進月間」及び「浄化槽強調月間」です。
　愛知県では、毎年10月を「クリーン排水推進月間」及び「浄化槽強調月間」と定め、家庭での生
活排水対策や浄化槽の適正な維持管理等を呼びかけています。
　生活排水対策は1人1人の取組が鍵となります。水環境に優しい取組を続けていきましょう。

　生活雑排水(※)の中では、台所からの汚れが多くを占めています。(※)生活排水のうち、し尿を除いたもの。

水の主な汚れの発生源は台所

汚れた水をきれいにするために
　生活排水を処理する施設には、下水道、合併処理浄化槽、農業集落排水施設等があり、人口密度等の
地域の特性にあわせて整備されています。

◦食べ残し、飲み残しを減らしましょう
◦三角コーナーや水切りネットで汚れを取り除きましょう
◦�使用済み油は新聞紙等に吸わせて可燃ごみとして捨てましょう（本市では、一部の
リサイクルステーションで、ごみの減量とリサイクルを目的に、使用済み食用油を
回収しています）

◦食器や鍋に付いた油等の汚れは、ゴムベラや古新聞等で拭き取りましょう
◦米のとぎ汁は、庭や畑にまきましょう
◦洗剤は適量を使いましょう

やってみよう、私たちにできること

もしも、食べ残しをそのまま流してしまったら···
　食品を流した場合、コイやフナ等の魚が棲める水質にするには、浴槽何杯分もの水が必要となります。�
食器に残ったわずかな量でも、みんなが毎日流すと大変な量の汚れとなります。

ラーメンの汁（1人分）の場合

浴槽8.2杯

みそ汁（お椀1杯）の場合

浴槽4.1杯

米のとぎ汁（2L）の場合

浴槽1.2杯

合併処理浄化槽に転換しよう！
　合併処理浄化槽は、家庭から出る水の汚れの約９0％を除去できます。一方、家庭から出る水のうち、
し尿（トイレの排水）のみを処理する単独処理浄化槽（みなし浄化槽）では、生活雑排水（台所等の排水）は
処理されないので、約20％の汚れしか除去できません。既設のみなし浄化槽又は、くみ取り便槽から、
環境配慮型合併処理浄化槽へ「転換」する場合は、浄化槽設置整備事業補助金の補助対象とな
ります。
※補助金の詳細は市HP（QRコード）を参照。
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topic 4
問▶危機管理課（☎〈71〉2220）

※�訓練は自由に見学できます。車で来場する場合は、丈山
小学校グラウンドを利用してください。

※明祥プラザ⇔丈山小学校のシャトルバスが運行します。
※荒天等の理由により中止する場合があります。

総合防災訓練は、市民一人一人が日常及び災害発生
時に「自らが何をすべきか」を考え、災害に対して十
分な準備をする等、防災に関する意識や
知識の向上を図る良い機会です。
当日はぜひ会場へお越しください。

速やかに避難所を開設するための流れを確認
●避難所安全確認訓練

避難者の受入れ、避難所の運営についての訓練
●避難所運営訓練

補助や支援が必要となる介護の必要な高齢者や、障
がい者等を受入れる福祉避難所の開設、受入訓練

●福祉避難所開設訓練

（※）災害時にひとりでも多くの命を救うために、治療の必
要性・緊急性により負傷者を軽症や重症等に分類すること。

災害時医療救護所の立ち上げ、運営、負傷者の受
入れやトリアージ（※）、応急処置を行う訓練

●医療救護訓練

園児達が防災だんごむし体操
を披露します

●防災だんごむし体操

水消火器の取扱い体験、濃煙テントによる
煙体験

●消防ひろば

防災関係機関等による様々な防災啓発
●防災啓発ブース

給水車等により、
飲料水を供給する訓練

●給水訓練

災害時に活躍する車両等を展示
●車両展示

イベント詳細

●ミニドローン操作体験コーナー

●安城市防災ラジオ出張販売

●シェイクアウト訓練
緊急地震速報の訓練放送でシェイクアウト訓練を
実施します。緊急地震速報を見聞きしたら、素早
く「Drop�姿勢を低く」「Cover�体・頭を守って」
「Hold�On�揺れが収まるまでじっとする」の行動
をとることができるよう訓練してください

地震の揺れを再現して疑似体験するための
車両です。震度2から7までの揺れや、過
去の巨大地震（阪神・淡路大震災等）の揺れ
を体験できます

●地震体験車 注目！

※イメージ※イメージ


